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帆走指示書

１．適用規則

本大会は、この帆走指示書によって変更のあるものを除き、セーリング競技規則

『2013~2016国際セーリング競技規則』（以下競技規則という）、当該クラス規則、日本

セーリング連盟規程、及び実施要綱を適用する。

２．帆走指示書の変更

競技者への通告は、陸上本部に設置された公式掲示板により掲示する。

３．帆走指示書の変更

帆走指示書の変更は､それが発効する当日の午前１０時００分までに、公式掲示板に掲示

する。それ以降の変更については、レース委員会は湖上にて予告信号前にＬ旗を掲げた本

部船により口頭で指示伝達することがある。

４．レース日程

４．１　レース日程

平成２９年９月２４日（日）　午前１０時５５分　　第１レース予告信号予定時刻

その後引き続き２レースを行う。

　　　４．２　1つのレースまたは一連のレースが間もなく始まることを艇に注意を喚起するた

めに、予告信号を発する最低２分以前に、音響 1声とともにオレンジ色のスター

ト・ライン旗を掲揚する。

　　　４．３　レース数　

　　　　　　　本大会は３レースを予定する。

原則として１５：００以降には予告信号を発しない。

５．クラス旗

  　　クラス旗はＶ旗（白地に赤Ｘ）を用いる。

６．レースエリア

  　　大津市柳が崎・滋賀県立柳が崎ヨットハーバー沖とする。

７．コース

  　　コースは、各レグ間の概ねの角度、通過するマークの順序、それぞれのマークをどちらに

見て通過するかを含むコースを示す。

    　 Start　→　①　→　②　→　③　→　①　→　③　→　Finish

回航マークはポートサイドに見て回航されなければならない。
                                                  

           

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　②　　　　　 　　　　　　　　

               　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③　　　　　(本部船)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（スタート）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                  　                  ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（フィニッシュ） 

８．マーク

  　　８．１　マーク①、②、③は、それぞれ赤色俵型のブイを使用する。

８．２　マーク①、②、③は、回航マークである。



８．３　スタート・マークはスターボードの端にある本部船と､ポートの端にある③マー

ク（赤色ブイ）とする。

８．４　フィニッシュ・マークは本部船と､その風下にあるオレンジ色のブイとする。

９．スタート

９．１　レースは、指示４及び競技規則２６を用いて、予告信号をスタート信号の５分前

とし、スタートさせる。

９．２　スタート・ラインは、スターボードの端となる本部船の「オレンジ色旗」を掲げ

たポールまたはマストと、ポートの端にあるスタート・マークのコース側との間

とする。

９．３　スタート信号の５分以降にスタートする艇は審問無しにＤＮＳと記録される。こ

れは競技規則Ａ４を変更している。

１０．コースの次のレグの変更

スタート後のマークの位置変更は行わない。これは競技規則３３を変更している。

１１．フィニッシュ

    　フィニッシュ・ラインは、ポートの端となる本部船の「オレンジ色旗」を掲げたポールま

たはマストと、スターボードの端にあるフィニッシュ・マークのコース側の間とする。

１２．タイムリミット

競技規則３０．３に違反しないでスタートして競技規則２８．１に従ってコースを帆走し

た先頭艇フィニッシュ後３０分以内にフィニッシュしない艇は､審問なしにＤＮＦと記録

される。これは競技規則３５及びＡ４、Ａ５を変更している。 

１３．ペナルティ

　　　競技規則第２章の規則違反に対するペナルティの履行は競技規則４４．１、４４．２を適

用する。

１４．抗議と救済要求　

１４．１　抗議及び救済の要求は陸上本部で入手できる用紙に記入のうえ、レース終了後

６０分以内に陸上本部に提出しなければならない。但しプロテスト委員会の裁

量により、この時刻を延長することがある。これは競技規則６２．２を変更し

ている。

１４．２　抗議に関わる通告は、抗議締め切り時間後１５分以内に公式掲示板に掲示する。

１４．３　本大会のプロテスト委員会の判決は、これをもって最終とし、上告はできない

ものとする。これは競技規則７０を変更している。

１５．得点

　　　１５．１　本大会は最大３レースが予定され、１レースの完了をもって成立する。

　　　１５．２　競技規則付則Ａ４に規定された得点方式を適用する。なお付則Ａ２を変更し、

成立したすべてのレースの合計得点によって順位を決定する。

１６．安全規定

１６．１　出艇申告は、陸上本部に用意された申告書により行い、出艇前に完了しなけれ

ばならない。

但し、陸上申告が不可能なものにあっては、湖上の本部船で行うことができる

ものとする。湖上における出艇申告は、第１レースの準備信号時間をもって終

了する。

　　　１６．２　帰着申告は、陸上本部に用意された申告書により、帰着後直ちに申告しなけれ

ばならない。帰着申告書はレース終了後６０分間用意される。

また湖上の本部船にて出艇申告したものは、レース終了後６０分以内に陸上本

部に帰着の電話連絡をするものとする。

但し、帰着申告についてはレース委員長の裁量によりこの時間を延長すること

がある。

　　　１６．３　リタイヤしようとする艇は、速やかにレースエリアを離れ、リタイヤの意思を

近くの運営艇に伝えなければならない。また、第１レースに出艇した後に第２

レース又は第３レースに出艇しない艇もリタイヤの意思を伝えなければならな

い。

　　　１６．４　レース艇の乗員は離岸してから着岸するまで、ライフジャケットまたはその他

の適切な個人用浮揚用具を着用しなければならない。ウェットスーツ及びドラ

イスーツは適切な個人用浮揚用具ではない。これは競技規則４０および第４章



前文を変更している。

１７．賞

　　　賞を次の通り与える。優勝者は舵輪を授与される。（持ち回り）

１８．責任の否認

　　　この大会の競技者は、自分自身の責任で本大会に参加している。規則４「レースすること

の決定」参照。

　　　主催団体、及びこれに関わる全ての団体、役員その他全ての関係者は本大会の前後、期間

中に生じた物理的損害または身体障害もしくは死亡によるいかなる責任も負わない。

１９．セールナンバー

　　参加艇は各々識別可能な個別固有のセールナンバーを有すること。

２０．ゴミの処分

　　　ごみは各艇が責任を持って処理しなければならない。

以上


